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はじめに  

 
 1999年度（平成 11年度）には、平成 13年 3月 31日の時限を目処に概算要求の一貫として、内部
評価を行いました。主に評議員と運営委員の一部の方々にはこれまでの仕上げとしての御助言、コメ

ントをいただき、「自己点検評価報告書―21 世紀の生態学を展望して」にまとめることができました。 
年度末にはメキシコでのボート事故という悲しく残念なことがまたまた起こってしまいました。安

部・東両教授の御冥福を祈ると同時に両君の論文は末長く生きるよう努力したいと思っています。行

方不明の中野助教授は発見されることを祈るばかりです。  
 今年度末は京都分室からの引っ越しも終了し、センター全員が一つの場所に集まった年でもありま

した。所員一同悲しみは悲しみとして、新しい展開を図るべく進みたいと思います。今後とも御支援

と御協力をお願い致します。  

平成 12年 4月 
京都大学生態学研究センター長事務取扱 和田 英太郎 



 

 

 生態学研究センターでは、1999年度に次のような共同利用事業およびセンター運営の活動を行いま
した（括弧内は当該報告が掲載されているセンターニュース）。  

１．共同研究 

 1999年度にセンターが行った共同研究は 30件であった。文部省科学研究費創生的基礎研究「地球
環境撹乱下における生物多様性の保全及び生命情報の維持管理に関する総合的基礎研究」（代表者：

川那部浩哉）、IGBP（地球圏－生命圏国際共同研究計画）の一環として文部省国際共同研究等経費
（代表者：和田英太郎）、日本学術振興会未来開拓学術研究推進事業「地球環境情報収集の方法の確

立―総合調査マニュアルの作成に向けて―」（代表者：和田英太郎）、科学技術振興事業団戦略的基礎
研究「熱帯林の林冠における生態圏－気圏相互作用のメカニズムの解明」（代表者：中静透）のプロ

ジェクトが前年に引き続いて行われた。そのほか、文部省科学研究費特定領域研究３件、文部省科学

研究費基盤研究（A）８件、文部省科学研究費基盤研究（B）４件などであった。  

２．協力研究員 

 センターとしての研究活動をより推進するために、学内外の研究者に協力研究員を委嘱している

（任期２年間）。現在 96名が任命されている（センターニュース No. 51にリスト、No.53、No.55、
No.56、No. 58に追加リスト）。  

３．公募研究会など公募事業 

 センターでは 1999年に１件の公募研究会、１件の公募実習、１件の公開実習、１件の国際セミナー
を行った。  

公募研究会： 
「針広混交林の成立過程とその生態学的特性」 
代表者：箕口秀夫（新潟大学農学部）、実施期日（場所）：1999年 11月 11日－12日（新潟
大学農学部附属佐渡演習林）、参加者：35名（センターニュース No. 63）  

公募実習： 
「日本産大型ミミズ類の同定と生態調査法」 
代表者：金子信博（横浜国立大学環境科学研究センター）、実施期日（場所）：1999年８月
19日－８月 21日（近畿大学農学部）、受講者：９名（センターニュース No. 61）  

公開実習： 
「安定同位体実習」 
代表者：杉本敦子（京都大学生態学研究センター）、実施期日（場所）：1999年８月 30日－
９月２日（京都大学生態学研究センター）、受講者：８名（センターニュース No. 61）  

国際セミナー： 
「国際野外生物学コース・第５回オーストラリアの森林と昆虫」  
世話人：湯本貴和（京都大学生態学研究センター）松原健司（淑徳大学）、実施期日（場

所）：2000年３月８日－３月 31日（オーストラリア・クイーンズランド州）、受講者：18名
（センターニュース No. 65）  

その他： 
「屋久島フィールドワーク講座」 
世話人：湯本貴和（京都大学生態学研究センター）、野間直彦（滋賀県立大学環境科学部）、

山極寿一（京都大学・理）、実施期日（場所）：1999年７月 18日－７月 26日（屋久島）、



主催：上屋久町、共催：京都大学生態学研究センター、京都大学霊長類研究所、講師：12名、
受講者：14名（センターニュース No. 60）  

４．国際シンポジウム 

 1999年度には、１件の国際シンポジウムを行った。  

国際ワークショップ"International Workshop on Sustainable Watershed"  
世話人：和田英太郎（京都大学生態学研究センター）、占部城太郎（京都大学生態学研究セン

ター）、実施期日（場所）：1999年 10月 13日－17日（京都大学生態学研究センター）、参
加延べ人数：200名（センターニュース No. 66）  

５．公開シンポジウム 
日本学術会議シンポジウム「生物多様性科学の構築を目指して」  

2000年３月３日、場所：日本学術会議（東京）、主催：日本学術会議、共催：DIWPA、参加
延べ人数：100名  

６．生態研セミナー 

 このセミナーは生態学研究センターの共通セミナーとして定期的に開催。1999年には 21回（オー
ガナイザー：清水勇）、開催した。毎月１回（原則として第３金曜日）、毎回２名に１時間ずつ（発

表 50分、議論 10分）、話題を提供していただいた。会場はセンター分室移転前までは主として京都
大学理学部２号館で、その後は生態学研究センター（大津）で行った。センター内から 11名、海外か
らは 12名の講演者があった。参加人数は各回 30から 70名、延べ 1000名であった。  

７．ニュースレターの発行 

 センターの活動を全国の生態学に興味を持たれている方々に知っていただくため、隔月にニュース

レターを発行した。1999年度は第 57号（業績目録、4月）、第 58号（4月 20日）、第 59号（6月
20日）、第 60号（8月 20日）、第 61号（10月 20日）、第 62号（12月 20日）、第 63号（2月
20日）を発行した。現在、個人 798件、機関 344件、計 1142件に送付されている。ニュースレター
では、生態学研究センターの活動のみならず、広く生態学一般の情報を提供している。  

８．共同利用施設の充実 

（１）大型機器分析：安定同位体比精密測定用分析システムは、元素分析計を備えた有機物中の炭素

窒素同位体比の自動分析装置（コンフロ）、水の酸素水素自動分析装置、およびキャピラリーガスク

ロと燃焼装置を備えた GCCMSで構成されている。99年の実際の稼働日数は、コンフロが 208日、水
分析と GCCMSをあわせて 241日であった。利用者延べ人数は、コンフロが 214人、水分析と
GCCMSが 255人であった。  
 本センターの DNA解析システムは DNAシークエンサー、微量タンパク質分析装置、プロテインシ
ークエンサー、アミノ酸アナライザーなどから構成されている。遺伝子 DNAの塩基のシークエンスを
解析することにより、分子系統研究や、酵素などの機能性タンパク質の推定アミノ酸配列の比較によ

る分子進化研究が展開できる。1999年度における、この DNA解析システムの延べ利用人数は約 200
人、延べ利用時間は約 2500時間であった。センターの研究者以外に名古屋大学、奈良女子大学、京大
総合人間学部、京大大学院理学研究科などからの共同利用があった。  

（２）生態情報アクセスシステム：京都大学生態学研究センター内にイーサネットを利用して、イン

トラネットを構築して、マッキントッシュ約 64 台、ウインドウズ約 24 台が連結されている。さらに、
学術情報ネットワーク機構を通じて、インターネットに接続している。WWWホームページを開設し
ており「生態学研究センターニュース」、セミナー案内、センター関連プロジェクト紹介、学会への

アクセスなどの情報提供を行っている。(http://ecology.kyoto-u.ac.jp/ または、http://ecology.kyoto-
u.ac.jp/indexj.html) 現在、京都大学ホームページ、京大動物生態のホームページ、神戸大学内海域
機能教育研究センターからリンクを受けている。  



（３）船の利用：平成 10年３月にセンターの新造高速観測調査船「はす」が竣工した。全長 12.5m、
耐食アルミニウム合金製で最大航行速度 20ノット、主な観測航海機器として、DGPS・レーダー・魚
群探知機・真風向風速計・流向流速計・ジャイロコンパス・デジタル水温計・航法インターフェイ

ス・採水ウインチ・アーマードケーブルウインチを装備している。「はす」は、センターの調査・観

測だけではなく、琵琶湖で調査や実習をされる方々にも共同利用されている。1999 年度の共同利用は、
観測調査 40件（延べ 99名）であった。このほかセンターが実施している毎月の定期観測（12件 12
日）の同乗者やセンター教官との共同研究による利用もあった（延べ運行日数 93日、延べ乗船者数
431名）。  

９．協議員会・運営委員会の開催 

• ６月 23日 運営委員会（第 24回）（議題：概算要求、教官人事）（センターニュース
No.60）  

• ６月 23日 協議員会（第 33回）（議題：概算要求、教官人事、その他）（センターニュース
No.60）  

• ２月 15日 運営委員会（第 25回）（議題：概算要求、教官人事、センター改組）（センター
ニュース No.65）  

• ２月 18日 協議員会（第 34回）（議題：概算要求、教官人事、センター改組）（センターニ
ュース No.65）  

 

 

 

 1999年度の文部省科学研究費などによるセンタースタッフが関係した共同研究をまとめました。研
究者は代表者を筆頭とし、センタースタッフは斜体文字で示し、センタースタッフ以外の研究分担者

については省略してあります。  

• 長野敏英（東農大・農）・和田 ほか 
「熱帯湿性林地域における生物生産性の維持メカニズムの解明と環境修復技術の開発」 
1995-1999 文部省科学研究費創生的基礎研究  

• 川那部浩哉（琵琶湖博物館）・安部・和田・東・中西・中静・菊沢・山村・川端・清水・大
串・湯本 ほか 
「地球環境撹乱下における生物多様性の保全及び生命情報の維持管理に関する総合的基礎研

究」 
1997-2001 文部省科学研究費創生的基礎研究  

• 和田・東・菊沢・占部・杉本・藤田 ほか 
「地球圏・生物圏国際協同研究計画」 
1997-2001 文部省国際共同研究等経費（IGBP経費）  

• 和田・杉本・東・占部 ほか 
「陸域生態系の地球環境変化に対する応答の研究総括班」 
1999 文部省特定領域研究（B1）  

• 占部・中西ほか 
「湖沼生物群集に及ぼす陸上起源物質の影響に関する研究」 
1999 文部省特定領域研究（B2）  

• 杉本・藤田ほか 
「湖沼におけるガス交換」 
1999 文部省特定領域研究（B2）  



• 石城謙吉（北大・演習林）・大串 ほか 
「北方林の３次元構造と多様性維持機構の解明」 
1996-1999 文部省科学研究費基盤研究（A）   

• 菊沢・中静 ほか 
「植物生態学の新しい統合に関する研究」 
1997-1999 文部省科学研究費基盤研究（A）  

• 和田・杉本・占部・藤田 ほか 
「陸域生態系の地球環境変化に対する応答」 
1997-1999 文部省科学研究費基盤研究（A）  

• 安部・東・山村・杉本 ほか 
「オーストラリアのサバンナにおける窒素の動態－塚をつくるシロアリの役割」 
1998-1999 文部省科学研究費基盤研究（A）  

• 清水・湯本 ほか 
「熱帯雨林保全のための生物多様性インベントリーシステムの確立」 
1998-2000 文部省科学研究費基盤研究（A）  

• 市岡孝朗（名大・農）・大串 ほか 
「東南アジアにおけるオオバギ属植物とアリの共生系」 
1998-2000 文部省科学研究費基盤研究（A）  

• 中西・和田・東・山村・川端・占部 ほか 
「21世紀の環境構造変化に対応できる「琵琶湖標準モデル」の開発」 
1998-2000 文部省科学研究費基盤研究（A）  

• 中静ほか 
「林冠動態を基礎とした森林生態系機能の広域把握技術」 
1998-2000 文部省科学研究費基盤研究（A）  

• 占部 
「混合栄養藻類の生態学パラドクスを解く」 
1998-1999 文部省科学研究費基盤研究（Ｂ）  

• 大串ほか 
「生物多様性のキーストン：間接的な生物間相互作用」 
1998-2000 文部省科学研究費基盤研究（Ｂ）  

• 杉本・藤田 ほか 
「水循環研究のための水の安定同位体比サンプリング解析システムの開発」 
1999-2001 文部省科学研究費基盤研究（Ｂ）  

• 中野・和田・中静 ほか 
「大規模野外操作系を用いた森林－河川生態系の相互補償関係の実験的検証」 
1999-2001 文部省科学研究費基盤研究（Ｂ）  

• 清水ほか 
「昆虫の休眠制御機構の分子神経生理学的研究」 
1998-1999 文部省科学研究費基盤研究（C）  

• 杉本・藤田 ほか 
「水循環における水の安定同位体比の利用」 
1998-1999 文部省科学研究費基盤研究（C）  

• 中静・中西・和田・東・中野 ほか 
「長期生態科学研究の方向に関する調査研究」 
1999 文部省科学研究費基盤研究（C）  

• 菊沢・中静・杉本  
「森林樹木の葉の回転速度に関する研究」 
1998-2000 文部省科学研究費萌芽的研究  

• 占部ほか 
「湖沼における深水層生物学ことはじめ」 
1999-2000 文部省科学研究費萌芽的研究  



• 和田・中西・東・遊磨 ほか 
「地球環境情報収集の方法の確立―総合調査マニュアルの作成に向けて―」 
1997-2001 日本学術振興会未来開拓学術研究推進事業  

• 東・安部・川端 ほか 
「生物多様性と生態複合の関係」 
1997-2000 日本学術振興会重点研究国際協力事業  

• 占部 ほか 
「湖沼生態系の安定性と生物群集に及ぼす光ー栄養塩の共役効果」 
1998-2000 JSPS-NSF 日米科学協力事業  

• 吉田尚弘（東京工業大学）・和田 ほか 
「アイソトポマーの計測による環境物質の起源推定」 
1996-2000 科学技術振興事業団戦略的基礎研究  

• 中静ほか 
「熱帯林の林冠における生態圏－気圏相互作用のメカニズムの解明」 
1998-2002 科学技術振興事業団戦略的基礎研究  

• 遊磨ほか 
「マラウィ湖生態総合研究」 
1998-2001 国際協力事業団研究協力  

• 野間直彦（滋賀県立大・環境科学）・湯本 ほか 
「インターネットをつかった屋久島オープン・フィールド博物館構想」 
1998-1999 日本生命財団 

 

著作リストの収録内容と凡例   

１．第９巻著作リストには生態学研究センタ－の構成員（スタッフ，大学院生および研修員）および

協力研究員が，1999（平成 11）年（「年度」ではない）に発表した著作を収録します．印刷中のもの
も，発表年が 2000年以降になるものは収録しません．  

２．配列は， (A) スタッフ, (B) 大学院生および研修員, (C) 協力研究員のそれぞれについて，名前のア
ルファベット順です．協力研究員については，前センター長を除いて，各巻ごとに 1) からはじまるナ
ンバーをふります．スタッフと大学院生については，著作の種別（「原著論文」，「著書」，「その

他」）ごとに示しています．「著書」は，単著か編著のいずれかに限り，分担執筆は内容によって

「原著論文」か「その他」に区分してあります．  

３．協力研究員については，著作リストに載せる・載せないは，各研究員の自由意志とし，「載せて

もよい」と判断された方の，そして判断された著作だけを収録しています．ご協力ありがとうごさい

ました．  

４．印刷の形式は欧文・和文にかかわらず以下の３通りとしました： 
（a）定期刊行学術誌掲載の論文など 
 ﾅﾝﾊﾞｰ）著者名{; 著者名; ...} (刊行年) 論文タイトル. 定期刊行物名 巻: 始ページ - 終ページ. [ｷｲﾜｰﾄﾞ]  
（b）単行本（含翻訳）など 
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遊磨正秀 (1999) ホタルダス調査と琵琶湖博物館. ECOSOPHIA 4: 18-25.  
大熊 孝・上田一好・遊磨正秀・脇田健一・天野耕一 (1999) 水をめぐるエコ・パートナーシッ
プ. Eco frontier 3: 2-11.  
遊磨正秀 (1999) ホタルダスの表・裏－生態学からの観点を加えて. 私たちのホタル (水と文化
研究会, 大津市) 10: 324-344.  
小坂育子・荒井紀子・田中敏博・嘉田由紀子・遊磨正秀 (水と文化研究会) 編 (1999)  私たち
のホタル 第 10号 (記念号). 528 pp. 水と文化研究会, 大津市.  

YUMOTO, Takakazu 湯本貴和 

湯本貴和 (1999) 21世紀序奏・熱帯雨林. 朝日新聞夕刊（1999/11/17）  
湯本貴和 (1999) 答えます科学のなぞ・花はなぜカラフルなの？京都新聞夕刊（1999/12/25）  
湯本貴和 (1999) アフリカの熱帯雨林のアリ植物バルテリア. 昆虫と自然 34(12): 11-14.  

 

新任教官のこれまでの全業績目録 

NAKANO, Shigeru 中野 繁 

1. Nakano, S. and Nagoshi, M. (1985) Density regulation and growth of a redspot masu-trout, 
Oncorhynchus rhodurus, in a mountain stream. Physiology and Ecology, Japan 22 (1-2): 1-
16.  

2. 名越 誠・中野 繁・徳田幸徳 (1988) 渓流域におけるアマゴの成長に伴う生息場所及び食物利
用の変化. 日本水産学会誌 54 (1): 33-38.  

3. Nakano, S. and Nagoshi, M. (1990) Brood defense and parental roles in a biparental 
chichlid fish Lamprologus toaein Lake Tanganyika. Japanese Journal of Ichthyology 36 (4): 
468-476.  

4. 中野 繁・中島 括 (1989) 岐阜県の温泉地におけるナイルテラピア(Oreochromis niolotics)の
自然繁殖. 岐阜県博物館調査研究報告 10: 9-12.  

5. 中野 繁・田口茂男・柴田勇治・古川哲夫 (1989) サツキ・アマゴ. In : カラ－名鑑  日本の淡
水魚 (川那部浩也、水野信彦、桜井淳史編). pp. 169-179, 山と渓谷社.  



6. Nakano, S., Kachi, T. and Nagoshi, M. (1990) Restricted movement of the fluvial form of 
red-spotted masu salmon, Oncorhynchus masou rhodurus, in a mountain stream, central 
Japan. Japanese Journal of Ichthyology 37(2): 158-163.  

7. Nakano, S., Maekawa, K. and Yamamoto, S. (1990) Change of the life cycle of Japanese 
charr following artificial lake constraction by damming. Nippon Suisan Gakkaishi 56 (12): 
1901-1905.  

8. Nakano, S., Kachi, T. and Nagoshi, M. (1991) Individual growth variation of red-spotted 
masu salmon, Oncorhynchus masou rhodurus, in a mountain stream. Japanese Journal of 
Ichthyology 38 (3): 263-270.  

9. 中野 繁・日野輝明・夏目俊二・林田光祐・稲葉芳和・奥田篤志 (1991) 冬季におけるエゾモモ
ンガ Pteromys volans oriiの営巣木の特徴と巣穴の構造. 北海道大学農学部演習林研究報告 
48(1): 183-190.  

10. 北野 聡・中野 繁 (1991) 知床半島、幌別川におけるオショロコマ(Salvelinus malma )の成
長、性成熟および食性. 知床博物館研究報告 13: 1-12. 

11. 夏目俊二・奥山 悟・中野 繁・秋林幸男 (1991) バックホウを用いた地表処理.   第 102回
日本林学大会発表論文集 727-728.  

12. 杉山 弘・夏目俊二・中野 繁 (1991) 野鼠被害を受けたヤチダモ、トドマツ植栽木の成長. 森
林保護 225: 37-38.  

13. Nakano, S., Faush, K.D., Furukawa-Tanaka, T., Maekawa, K. and Kawanabe, H. (1992) 
Resource utilization by bull char and cutthroat trout in a mountain stream in Montana, 
U.S.A. Japanese Journal of Ichthyology 39(3): 211-217.  

14. 山本祥一郎・中野 繁・徳田幸徳 (1992) 人造湖におけるイワナ Salvelinus leucomaenis の生
活史変異とその分岐. 日本生態学会誌 42(2): 149-157. 

15. 日野輝明・中野 繁 (1992) 北海道北部の落葉広葉樹林における繁殖期の鳥類群集.  北海道大
学農学部演習林研究報告 49(2): 195-200.  

16. 中野 繁 (1992) 北海道北部の河川におけるイトウ(Hucho perryi )の食性(予報). 陸水生物学報 
7: 20-23. 

17. 中野 繁 (1992) 生息空間をめぐる競争と共存－イワナ、ヤマメ. In : 朝日動物百科 87, pp. 76-
77, 朝日新聞社.  

18. Maekawa, K., Hino, T., Nakano, S. and Smoker, W.W. (1993) Mate preference in 
anadromou and landlocked Dolly Varden ( Salvelinus malma) females in two Alaskan 
streams. Canadian Journal of Fishery and Aquatic Sciences 50 (11): 2375-2379.  

19. 岩本幸博・中野 繁 (1993) 自然環境を考慮した治山ダムの一例について.  新砂防 46 (1): 32-
34.  

20. 北野 聡・中野 繁・井上幹生・下田和孝・山本祥一郎 (1993) 北海道幌内川において自然繁殖
したニジマスの採餌および繁殖生態. 日本水産学会誌 59 (11): 1837-1843.  

21. 中野 繁・下田和孝・北野 聡・井上幹生 (1993) 知床半島の河川から得られたエゾハナカジカ
とミミズハゼ. 知床博物館研究報告 14: 33-36.  

22. 下田和孝・中野 繁・北野 聡・井上幹生・小野有五 (1993) 知床半島における河川魚類群集の
現状－特に人間活動の影響を中心に－. 北大環境科学研究科邦文紀要 6: 17-27.  

23. 後藤 晃・中野 繁 (1993) 淡水魚類の分布と生態. In : 生態学からみた北海道 (東 正剛、阿
部 永、辻井達一編). pp 209-221, 北海道大学図書刊行会.  

24. Goto, A. and Nakano, S. (1993) Distribution and ecology of freshwater fishes in Hokkaido. 
In : Biodiversity and Ecology in the Northernmost Japan (Higashi, S., Osawa, A. and 
Kanagawa, K. eds.). pp. 114-126, Hokkaido University Press.  

25. Maekawa, K. and Nakano, S. (1994) Non-oviposition of mature eggs by female of fluvial 
red-spotted masu salmon. Fisheries Science 60(1): 37-39.  

26. Maekawa, K., Nakano, S. and Yamamoto, S. (1994) Spawning behaviour and size-
assortative mating of Japanese charr in an artificial lake-inlet stream system. 
Environmental Biology of Fishes 39: 109-117.  

27. Nakano, S. and Furukawa, T. (1994) Intra- and interspecific dominance hierarchies and 
variation in foraging tactics of two species of stream-dwelling chars. Ecological Research 9: 
9-20.  

28. Kitano, S., Maekawa, K., Nakano, S. and Fausch, K.D. (1994) Spawning behaviour of bull 
trout in the Upper Flathead Drainage, Montana, with special reference to the 



haybridization with brook trout. Transaction of the American Fisheries Society 123 (6): 
988-992.  

29. Fausch, K.D., Nakano, S. and Ishigaki, K. (1994) Distribution of two congeneric charrs in 
streams of Hokkaido Island, Japan: considering multiple factors across scales. Oecologia 
100: 1-12.  

30. Nakano, S. (1994) Variation in agonistic encounters in a dominance hierarchy of freely 
interacting red-spotted masu salmon ( Oncorhynchus mas u ishikawai). Ecology of 
Freshwater Fish 3: 135-158. 

o

31. 井上幹生・中野 繁 (1994) 小河川の物理的環境構造と魚類の微生息場所. 日本生態学会誌 
44(2): 151-160.  

32. 山本祥一郎・飯田夏美・中野 繁 (1994) 礼文島の淡水魚類相. 利尻町立博物館年報 13: 13-17.  
33. 中野 繁・前川光司 (1994) イワナ－生活史変異と人為的環境改変. In : 川と海を回遊する淡水
魚－生活史と進化－(後藤 晃、塚本勝巳、前川光司編). pp. 86-100, 東海大学出版会.  

34. 前川光司・中野 繁 (1994) 遡河回遊から河川生活へ. In : 川と海を回遊する淡水魚－生活史と
進化－(後藤 晃、塚本勝巳、前川光司編). pp. 206-220, 東海大学出版会.  

35. 中野 繁 (1994) 森にすむ魚たち. In : 高等学校現代文, pp. 200-209, 角川書店.  
36. Nakano, S. (1995) Individual differences in resource use, growth and emigration under the 

influence of a dominance hierarchy in fluvial red-spotted masu salmon in a natural habitat. 
Journal of Animal Ecology 64(1): 75-84.  

37. Nakano, S. (1995) Competitive interactions for foraging microhabitats in a size structured 
interspecific dominance hierarchy of two sympatric stream salmonids in a natural habitat. 
Canadian Journal of Zoology 73(10): 1845-1854.  

38. Nakano, S. and Kaeriyama, M. (1995) Summer microhabitat use and diet of four sympatric 
stream-dwelling salmonids in a Kamchatkan stream. Fisheries Science 61(6): 926-930.  

39. 北野文明・中野 繁・前川光司・小野有五 (1995) 河川型オショロコマの流程分布に対する水温
の影響および地球温暖化による生息空間の縮小予測. 野生生物保護 1(1): 1-11.  

40. 中野 繁・井上幹生・桑原禎知・豊島照雄・北條 元・藤戸永志・杉山 弘・奥山悟・笹賀一
郎 (1995) 北海道大学天塩・中川地方演習林および隣接地域における淡水魚類相と治山・砂防ダ
ムが分布に及ぼす影響. 北海道大学農学部演習林研究報告 52(2): 95-109.  

41. 中野 繁・井上幹生 (1995) 河道の直線化改修がサクラマス幼魚の微生息場所に与える影響. 魚
と卵 164: 23-32.  

42. Yamamoto, S. and Nakano, S. (1996) Growth and development of a bimodal length-
frequency distribution during smolting in a wild population of white spotted charr in 
northern Japan. Journal of Fish Biology 48: 68-79.  

43. Kurashige, Y., Toyoshima, T. and Nakano, S. (1996) Topographical change in a channel bed 
after habitat improvement. Japanese Journal of Limnology 57(2): 193-197.  

44. Taniguchi, Y., Urabe, H. and Nakano, S. (1996) Natural reproduction of coho salmon 
Oncorhynchus kisutchpopulation introduced in a pond-associated stream in Hokkaido, 
Japan. Fisheries Science 62: 992-993.  

45. Takami, T., Kitano, F. and Nakano, S. (1996) High temperature influences on foraging 
responses and thermal death of Dolly Varden ( Salvelinus malma) and white-spotted charr 
(S. leucomaenis ) in a laboratory. Fisheries Science 63: 6-8. 

46. Nakano, S., Kitano, F. and Maekawa, K. (1996) Potential fragmentation and loss of thermal 
habitats for charrs in the Japanese Archipelago due to climatic warming. Freshwater 
Biology 36: 711-722.  

47. 豊島照雄・中野 繁・井上幹生・小野有五・倉茂好匡 (1996) コンクリート化された河川流路に
おける生息場所の再造成に対する魚類個体群の反応. 日本生態学会誌 46(1): 9-20.  

48. 中野 繁・谷口義則 (1996) 淡水性サケ科魚類における種間競争と異種共存機構. 魚類学会誌 
43: 59-78.  

49. Fausch, K.D., Nakano, S. and Kitano, S. (1997) Experimentally induced foraging mode 
shifts by sympatric charrs in a Japanese Mountain Stream. Behavioral Ecology 8: 414-420.  

50. Inoue, M., Nakano, S. and Nakamura, F. (1997) Juvenile masu salmon ( Oncorhynchus 
masou) abundance and stream habitat relationships in northern Japan. Canadian Journal 
of Fishery and Aquatic Sciences 54: 1331-1341.  



51. Usio, N. and Nakano, S. (1998) Influences of microhabitat use and foraging mode 
similarities on intra- and interspecific aggressive in a size-structured stream fish 
assemblage. Ichthyological Research 45: 19-28.  

52. Nishikawa, U. and Nakano, S. (1998) Temporal variation in foraging group structure of a 
size-structured stream fish assemblage. Environmental Biology of Fishes 52: 357-370.  

53. Nakano, S., Kitano, S., Nakai, K. and Fausch, K.D. (1998) Competitive interactions for 
foraging microhabitat among exotic brook trout ( Salvelinus fontinalis), native bul trout (S. 
confluentus ) and westslope cutthroat (Oncorhynchus clarki l wisi ) in a Montana stream. 
Environmental Biology of Fishes 52: 345-355. 

e

54. Inoue, M. and Nakano, S. (1998) Effects of woody debris on habitat of juvenile masu salmon 
( Oncorhynchus masou) in northern Japanese stream. Freshwater Biology 40: 1-16. 

55. Fausch, K.D. and Nakano, S. (1998) Research on fish ecology in Japan: A brief history and 
selected review. Environmental Biology of Fishes 52: 75-95.  

56. Urabe, H. and Nakano, S. (1998) Contribution of woody debris to trout habitat modification 
in small streams in secondary deciduous forest, northern Japan. Ecological Research 13: 
335-345.  

 

B. Research Students and Fellows  
大学院生・研修員 

原著論文 

KOHZU, Ayato 高津文人 

高津文人、西澤尚子、ナリン・ブンタノン、和田英太郎 (1999) 安定同位体自然存在比から環境
ストレスを読む．生物資源科学総説 2(2): 1-10.  
Kohzu, A., Yoshioka, T., Ando, T., Takahashi, M., Koba, K., Wada, E. (1999) Natural 13C 
and15N abundance of field-collected fungi and their ecological implications. New Phytologist 
144(2): 323-330.  
立石貴浩、本間航介、高津文人 (1999) 種子加害に対する菌類および細菌の寄与の基質誘導呼吸
阻害法による定量化．近畿中国農研 98: 6-12.  

MIYAZAKI, Yuka 宮崎由佳 

Miyazaki, Y., Tabata, H., Isagi, Y. (1999) Polymorphic microsatellite markers in the 
perennial herb Heloniopsis orientalis(Thunb.) C. Tanaka. Molecular Ecology 8: 1361-1362. 

NOZAKI, Kentaro 野崎健太郎 

野崎健太郎・辻 彰洋 (1999) 中池見湿地 (福井県敦賀市) の水質 (予報). 陸水生物学報 14: 1-8.  
三橋弘宗・野崎健太郎 (1999) 三重県宮川における糸状緑藻 Spirogyra sp. の大発生. 陸水生物
学報 14: 9-15.  
Nozaki, K. (1999) Algal community structure in a littoral zone in the north basin of Lake 
Biwa. Japanese Journal of Limnology 60: 139-157.  
辻 彰洋・唐崎千春・神松幸弘・山本敏哉・村山恵子・野崎健太郎 (1999) 中池見湿地  (福井
県敦賀市) における水質環境と生物群集. 陸水学雑誌 60: 201-213.  
Urabe, J., Sekino, T., Nozaki, K., Tuji, A., Yoshimizu, C., Kagami, M., Koitabashi, T., 
Miyazaki, T. & Nakanishi, M. (1999) Light, nutrients and primary productivity in Lake 
Biwa: an evaluation of the current ecosystem situation. Ecological Research 14: 233-242.  

TAKIMOTO, Gaku 瀧本 岳 



Higashi, M., Takimoto, G. & Yamamura, N. (1999) Sympatric speciation by sexual selection. 
Nature 402: 523-526.  

TANAKA, Kenta 田中健太 

Tanaka, K., Tsumura, Y. & Nakamura, T. (1999) Deveropment and polymorphism of 
microsattelite markers for Fagus crenataand the closely related species,Fagus japonica . 
Theoritical and Applied Genetics 99: 11-15. 

YANAGISAWA, Nao 柳沢 直  

Yanagisawa, N. & Fujita, N. (1999) Different distribution pattern of woody species on a 
slope in relation to vertical root distribution and dynamics of soil moisture profiles. Ecol. 
Res. 14: 165-178.  

 

C. Guest Scientists 研究協力員   

INUBUSHI, Kazuyuki 犬伏和之 

1. Hadi, A.; Nohoi, G.; Arifin; Inubushi, K. (1999) Status and availability of potassium to rice 
plant in tidal swampy soil in the tropics. Japanese Journal of Tropical Agriculture 43: 84-
90 [tropical peat soil, potassium, rice plant, soil pH]  

2. Inubushi, K.; Barahona, M. A.; Yamakawa, K. (1999) Effect of salts and moisture content 
on N 2O emission and nitrogen dynamics in Yellow soil and Andosol in model experiments. 
Biol. Fertil Soils 29: 401-407 [andosol, nitrous oxide, saline soil, urease, yellow soil]  

3. Inubushi, K.; Cheng, W.; Chander, K. (1999) Carbon dynamics in submerged soil 
microcosms as influenced by elevated CO 2and temperature. Soil Sci. Plant Nutr. 45: 863-
872. [carbon dynamics, organic matter, soil microbial biomass, soil Eh, submerged soil]  

4. 犬伏和之・菅原和夫・岡崎正規 (1999) 地球環境（進歩総説、第８部門、環境）、日本土壌肥料
学雑誌 70: 718-724 [二酸化炭素、メタン、亜酸化窒素、砂漠化、熱帯林破壊、酸性沈着]  

5. 鈴木弘行・坂本一憲・犬伏和之 (1999) アーバスキュラー菌根の形成が宿主植物のアンモニア態
窒素吸収能に及ぼす影響、日本土壌肥料学雑誌 70: 59-63 [菌根、宿主植物、窒素代謝、窒素吸
収]  

6. 杉井穂高・Abdul HADI・Solomon ACQUAYE・程為国・犬伏和之 (1999) 根域制限と透水制
限が多湿黒ボク土水田からのメタン放出に及ぼす影響、千葉大園芸学報 53: 7-13 [水田、メタ
ン生成、メタンフラックス、透水、根域]  

7. 杉井穂高・西野将司・Abdul HADI・犬伏和之・篠田正彦・安西徹郎 (1999) 非栽培期間中の地
下水位の長期管理が水田からのメタンフラックスに及ぼす影響、日本土壌肥料学雑誌 70: 151-
156 [水田、メタン生成、メタンフラックス、土壌水分、鉄]  

8. 犬伏和之 (1999) 地球温暖化と土壌微生物 In: 新・土と微生物（４）「環境問題と土壌微生物」
（日本土壌微生物学会編）、pp.117-144, 博友社、東京. [土壌微生物、二酸化炭素、メタン、
亜酸化窒素]  

9. 犬伏和之 (1999) 地球の限界、パート２ In: 土の限界（水谷 広編）pp. 129-140, 日科技連、東
京. [土壌の構成、温室効果ガス、問題土壌、土壌の環境への影響]  

ITINO, Takao 市野隆雄 

1. Ahmed, K. S.; Itino, T.; Ichikawa, T. (1999) Effects of plant oils on preference and larval 
survivorship of Callosobruchus chinensis(Coleoptera: Bruchidae) on Azuki bean. Applied 
Entomology and Zoology 34: 547-550.  

2. 市野隆雄；市岡孝朗 (1999) 熱帯雨林のアリとアリ植物－相利共生と共進化 [1] 数百万年にわた
る共進化．インセクタリウム 36: 172-179.  



3. 市岡孝朗；市野隆雄 (1999) 熱帯雨林のアリとアリ植物－相利共生と共進化 [2] アリとマカラン
ガの利害関係．インセクタリウム 36: 188-194.  

4. 市岡孝朗；市野隆雄 (1999) オオバギの対植食者防衛戦略－アリ防衛と化学防衛の組合せ．昆虫
と自然 34(11): 15-18.  

ITIOKA, Takao 市岡孝朗 

1. Itioka, T.; Inoue, T. (1999) The alternation of mutualistic ant species affects the population 
growth of their trophobiont mealybug. Ecography 22: 169-177. [mutualism, trophobiosis, 
interspecific competition, ant community]  

2. 市野隆雄; 市岡孝朗 (1999) 熱帯雨林のアリとアリ植物－相利共生と共進化 [1] 数百万年にわ
たる共進化. インセクタリウム 36: 172-179.  

3. 市岡孝朗; 市野隆雄 (1999) 熱帯雨林のアリとアリ植物－相利共生と共進化 [2] アリとマカラ
ンガの利害関係. インセクタリウム 36: 188-194.  

4. 市岡孝朗; 市野隆雄 (1999) オオバギの対植食者防衛戦略－アリ防衛と化学防衛の組合せ. 昆虫
と自然 34(11): 15-18.  

IWASAKI, Keizi 岩崎敬二 

1. Iwasaki, K. (1999) Short- and long-term movement of the patellid limpet Patella 
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24. 中越信和; 高橋佳孝 (1999) 牧場の環境を守り育てる技術. In : 山地酪農の技術 I. ((社) 日本草地
畜産協会編) 19-18, 27-31. （社）日本草地畜産協会, 東京.  

25. Nakagoshi, N.; Moriguchi, T. (1999) Ecosystem and biodiversity conservation planning in 
Hiroshima City, Japan. Journal of Environmental Sciences 11: 149-154.  

26. Nakagoshi, N.; Ohkuma, H.; Nomura, K. (1999) Actual vegetation of Takano-cho, 
Hiroshima Prefecture. Miscellaneous Reports of the Hiwa Museum for Natural History 37: 
1-12+Map.  

27. 中倉勇; 中越信和 (1999) 街路樹と住民参加. 道路と自然 102: 32-35. 
28. Nomura, K.; Nakagoshi, N. (1999) Quantification of spatial structures in two landscape 

regions. Journal of Environmental Sciences 11: 188-194.  
29. 大財順子; 中越信和; 根平邦人; 井田秀行 (1999) 広島県芸北町臥龍山ブナ林の大ギャップにおけ
る樹木の更新. 高原の自然史 4: 17-26.  

30. Sharp, A.; Nakagoshi, N.; Elliott, S. (1999) Factors affecting natural regeneration in a 
disturbed primary forest and gap in Northern Thailand. Hikobia 13: 1-9.  

31. Sharp, A.; Nakagoshi, N.; McQuistan, C. (1999) Rural participatory buffer zone 
management in Northeastern Thailand. Journal of Forest Research 4: 87-92.  

32. 白川勝信; 中越信和 (1999) 広島県芸北町長者原湿原の植生. 高原の自然史 4: 1-15.  
33. 白築治枝; 根本玲子; 中越信和 (1999) 東広島における松枯れの現況と松枯れ跡地の樹木個体群
の動態. 広島大学総合科学部紀要 IV理系編 25: 89-102.  

34. 高橋佳孝; 中越信和 (1999) ヒトがつくりあげた日本の草地. 遺伝 53: 16-20.  
35. Tanimoto, S.; Nakagoshi, N. (1999) Landscape ecological characteristics in temporal 

changes of riverside open space in urbanized area. Journal of Environmental Sciences 11: 
155-159.  

36. 谷本茂; 中越信和; 根平邦人 (1999) 二次遷移初期相における多自然型河川緑地の植生評価. 環境
システム研究 27: 315-321.  



37. 山場淳史; 中越信和 (1999) 居住者属性からみた里山の利用・管理に関する意識構造. 日本林学
会誌 81: 139-146.  

NISHIMURA, Noboru 西村 登 

1. 西村登・祖田周・淀江賢一郎・尾原和夫 (1999) 島根県東部河川等におけるヒゲナガカワトビケ
ラ属の成虫調査（２）－分布・周年発生ならびに前翅長／体長比について．ホシザキグリーン

財団研究報告３: 149-164.  

OCHI, Haruki 越智晴基 

1. Ochi, H.; Sato, Y.; Yanagisawa, Y. (1999) Obligate feeding of cichlid eggs by 
Caecomastacembelus zebratusin Lake Tanganyika. J. Fish Biol. 54: 450-459. 

2. Ochi, H.; Yanagisawa, Y. (1999) Sand-transfer behavior outside the nest by guarding 
parents of the Tanganyikan cichlid, Neolamprologus caudopunctatus. Japan. J. Ichthyol. 
46: 419-422. 

OKUDA, Noboru 奥田 昇 

1. Okuda, N. (1999) Sex roles are not always reversed when the potential reproductive rate is 
higher in females. Amer. Nat. 153: 540-548  

2. Okuda, N. (1999) Female mating strategy and male brood cannibalism in a sand-dwelling 
cardinalfish. Anim. Behav. 58: 273-279  

ONOYAMA, Keiichi 小野山敬一 

1. 小島 望; 小野山敬一; 川道武男 (1999) 士幌高原道路トンネル案のナキウサギに関する環境影
響評価を批判する. 北海道の自然 37 : 32-35.  

2. Onoyama, K. (1999) A new and a newly recorded species of the ant genus 
Amblyopone(Hymenoptera: Formicidae) from Japan. Entomological Science 2: 157-161. 

3. Onoyama, K.; Terayama, M. (1999) A new species of the ant genusPheidole Westwood from 
Japan (Hymenoptera: Formicidae). Memoirs of the Myrmecological Society of Japan 1: 65-
69.  

4. Terayama, M.; Onoyama, K. (1999) The ant genusLeptothorax Mayr (Hymenoptera: 
Formicidae) in Japan. Memoirs of the Myrmecological Society of Japan 1: 71-97.  

OTAKE, Akio 大竹昭郎 

1. Otake, A. (1999) Analytical study of fundatrix populations of Uroleucon 
nigrotuberculatum(Olive) (Hemiptera: Aphididae: Aphidinae) on an observation plot of the 
goldenrod Solidago altissimaL. Appl. Entomol. Zool. 34: 435-442. 

SAKAMOTO, Kazunori 坂本一憲 

1. 鈴木弘行；坂本一憲；犬伏和之 (1999) アーバスキュラー菌根の形成が宿主植物のアンモニア態
窒素吸収に及ぼす影響．日本土壌肥料学雑誌 70：59-63．  

2. 坂本一憲；林 敦敏 (1999) 土壌中の微生物バイオマス窒素量の迅速測定法－ペルオキソ二硫酸
カリウム分解法による可溶性全窒素量の測定－．土と微生物 53：57 -62．  

3. Ezawa, T. ; Kuwahara, S. ; Sakamoto, K. ; Yoshida, T. ; Saito, M. (1999) Specific inhibitor 
and substrate specificity of alkaline phosphatase expressed in the symbiotic phase of the 
arbuscular mycorrhizal fungus, Glomus etunicatum. Mycologia 91：636-641 

4. 坂本一憲 (1999) 第 3部門 土壌生物 土壌生化学．日本土壌肥料学雑誌 70（進歩総説特集
号）：626-627  

5. 坂本一憲 (1999) 土壌のCO2シンク能と微生物バイオマス．化学と生物 37：781 -784  



6. 坂本一憲；犬伏和之 (1999) 野菜畑土壌－地下水系における投入窒素フロ－の解析とゼロエミッ
ション化．文部省科学研究費・特定領域研究（292）「ゼロエミッション」 平成 10年度研究
成果報告 pp.146-147    

7. 坂本一憲；犬伏和之 (1999) 下水汚泥の農地等への持続的安定利用に関する調査－平成 10年度
－．建設省都市局下水道部 pp.1-31（分担執筆）  

8. 坂本一憲 (1999) 園芸培養土におけるアーバスキュラー菌根菌の機能発現と鉢花生産への利用可
能性．平成 10年度自然科学研究科共同研究報告書，千葉大学大学院自然科学研究科 pp.42-
65  

9. 坂本一憲；加藤研一 (1999) 遺伝子解析技術による植物根に共生したアーバスキュラー菌根菌フ
ロラの解析手法の開発．微生物応用技術研究所研究報告集（第３巻） pp.33-40    

SAKIO, Hitoshi 崎尾 均 

1. 崎尾均 (1999) 埼玉県秩父山地と平野部における８年間の降水のｐＨ、ECと成分の比較. 森林
立地 41(1):13-17.  

2. 崎尾均・鈴木和次郎 (1999) 水辺林の構造と機能. In:渓流生態砂防学. (太田猛彦・高橋剛一郎
編). pp.16-26. 東京大学出版会, 東京.  

3. 鈴木和次郎・崎尾均 (1999) 渓畔林・河畔林の現状. In:渓流生態砂防学. (太田猛彦・高橋剛一
郎編). pp.51-65. 東京大学出版会, 東京.  

4. 崎尾均 (1999) 水をはぐくむ森づくり. In:森のセミナーNo1. 森と水. 水を育む森、 森を育む水. 
(全国林業改良普及協会編). pp.27-31. 全国林業改良普及協会, 東京.  

5. 崎尾均 (1999) 水辺林の構造と更新. 森林科学 26:10-15. 
6. 崎尾均 (1999) 渓畔林の更新機構の解明と再生に関する研究およびその普及. 林業技術 688:26-

27.  
7. 崎尾均 (1999) 渓畔林の再生―基礎研究から実用化まで―. 第３２回林業技術シンポジウム報告
集:36-44.  

UEDA, Keisuke 上田恵介 

1. Hamao, S. & Ueda, K. (1999) Reduced territory size of an island subspecies of the bush 
warbler Cettia diphon  diphone. Jpn. J. Ornithol. 47:57-60. e

2. 上田恵介 (1999) 日本南部の島々におけるメジロ Zosterops japonicaの盗蜜行動の広がり. 日本
鳥学会誌 48: 79-86. 

3. 福居信幸・上田恵介 (1999) 鳥によるナンキンハゼ Sapium sebiferumの種子散布. 日本鳥学会
誌 48: 121-124. 

4. 上田恵介 (編著) (1999)『擬態-だましあいの進化論－I』、138pp. 築地書館、東京  
5. 上田恵介 (編著) (1999)『擬態-だましあいの進化論－II』、130pp. 築地書館、東京  
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WATANABE, Hiroyuki 渡辺弘之 

1. Watanabe, H. (1999) Handbook of agroforestry. AICAF. pp.84  
2. 渡辺弘之 (1999) 小さな虫が熱帯林を救う. In. NHK [オモシロ学問人生] 製作班（編）オモシ
ロ学問人生.107-114. NHK出版  

3. 藤田夕希・渡辺弘之 (1999) 陸生等脚類の分布と環境－京都市域を中心に－. 森林研究 71: 1-7  
4. 荒木安理・加藤剛・金子隆之・渡辺弘之・新本光孝 (1999) 西表島・石垣島の谷部に生育するサ
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and development of its utilization. Forest Research, Kyoto 71: 65-70  
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森林研究 71:97-102  



7. Saharjo, B.H., Watanabe, H. (1999) The flammability of shrubs and trees in an Aca ia 
mangiumplantation based on silica-free ash content. Journal of Forest Research 4:57-59   
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WATANABE, Mamoru 渡辺 守 

1. Watanabe, M. & Hirota, M. (1999) Effects of sucrose intake on spermatophore mass 
produced by male swallowtail butterfly Papilio xuthusL. Zoological Science 16:55-61. 

2. 渡辺 守・中西康之・井本 佐 (1999) タイ・チェンマイ地方に生息しているウスキシロチョウ
の体温調節．三重大学教育学部研究紀要 50 (自然科学) :13-21.  

3. 渡辺 守 (1999) 学校プールに出現する蜻蛉目昆虫の教材化に関する基礎的研究．生物教育 
39:65-76.  

4. 渡辺 守 (1999) モンキチョウの交尾行動-----動物たちの気になる行動８．遺伝 53(8):61-64.  
5. 渡辺 守 (1999) 学校教育の中のトンボ-----身近な環境教育の教材．昆虫と自然 34(10):2-4.  

WATANABE, Naoshi C. 渡辺 直 

1. Watanabe, N.C.; Mori, I.; Yoshitaka, I. (1999) Effect of water temperature on the mass 
emergence of the mayfly, Ephoron shigae, in a Japanese river (Ephemeroptera: 
Polymitarcyidae). Freshwat. Biol. 41: 537-541.  

2. Lee, S.J.; Bae, Y.J.; Yoon, I.B.; Watanabe, N.C. (1999) Comparisons of temperature-related 
life histories in two Ephemerid mayflies(Ephemera separigataandE. strigata : 
Ephemeridae, Ephemeroptera, Insecta) from a mountain stream in Korea. Korean J. 
Limnol. 32: 253-260.  

YOSHIOKA, Takahito 吉岡崇仁 

1. 山田佳裕; 吉岡崇仁, (1999) 水域生態系における安定同位体解析、日本生態学会誌  49: 39-45.  
2. 吉岡崇仁; 花里孝幸, (1999) 地球温暖化と陸水環境－温暖化は陸水環境をどう変えるか－、陸水
学雑誌 60: 101-103.    

3. Yoshii, K.; Melnik, N.G.; Timoshkin, O.A.; Bondarenko, N.A.; Anoshko, P.N.; Yoshioka, T.; 
Wada, E. (1999) Stable isotope analyses of the pelagic food web in Lake Baikal. Limnology 
and Oceanography 44: 502-511.  

4. Kohzu, A.; Yoshioka, T.; Ando, T.; Takahashi, M.; Koba, K.; Wada, E. (1999) Natural 13C 
and15N abundance of field-collected fungi and their ecological implications. New Phytology 
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第１１３回 生態研セミナー  
１９９９年１月２２日 
「顕花植物における自動的自家受粉と自殖率の進化」  
"Evolution of autonomous autogamy and selfing in flowering plants" 
丑丸敦史（京都大学生態学研究センター）  
Atsushi Ushimaru (Center for Ecological Research, Kyoto University) 
「生物群集の動的共存の数理：Lotka-Volterra方程式の Permanence」  
"Mathematical analysis of dynamic co-existence in biological communities : permanence of 
Lotka Volterra equation"  
中島久男（立命館大学理工学部） 



Hisao Nakajima (Department of Physics, Ritsumeikan University)  
生態研セミナー スペシャル 

１９９９年１月２５日 
"Inhomogeneous Markov-chain models for vegetation dynamics : new perspectives of an old 
paradigm"  
Dmitrii O. Logofet (Laboratory of Mathematical Ecology, IFARAN Russian Academy of 
Sciences, Moscow)  

第１１４回 生態研セミナー  
１９９９年２月５日 
「土壌中における微生物間の相互作用－植物病原菌を例として－」  
"Microbial interactions in soil : impact of the biotic environment on colonization by soil-
borne plant pathogens"  
豊田剛己（名古屋大学農学部） 
Koki Toyota (School of Agricultural Sciences, Nagoya University)  
「水域生態系における溶存 DNAの生産に関与する微生物間相互作用」 
"Microbial interactions responsible for dissolved DNA production in aquatic ecosystems"  
川端善一郎（京都大学生態学研究センター） 
Zen'ichiro Kawabata (Center for Ecological Research, Kyoto University)  

生態研セミナー スペシャル 
１９９９年２月１６日 
"Long-term ecological research at the Coweeta Hydrologic Laboratoy : a summary of 
historical and contemporary studies of watershed ecosystem responses to disturbance"  
Jim Vose (Coweeta Hydrologic Laboratory) 

第１１５回 生態研セミナー   
１９９９年２月１９日 
"Himalayan uplift, plant corridors and the past climate" 
Hideo Tabata (Center for Ecological Research, Kyoto University)  
"Monsoon reversal over Indian subcontinent during the last ice age : stable isotope evidence 
from ocean care"  
Anindya Sarkar (Depertment of Applied Geology, Indian School of Mines, India, Visiting 
Scientist, Faculty of Science, Tokyo Metropolitan University)  
"Paleoclimatic importance of Kashimir & Kathmandu Basins" 
D.P. Agrawal (Physical Research Laboratory, Ahmedabad, India, Visiting Professor, 
International Center for Japanese Studies)  

生態研セミナー スペシャル 
１９９９年３月５日 
"Carbon fluxes in Malaysian mangrove ecosystems"  
Gong Wooi Khoon (School of Biological Sciences, Universiti Sains Malaysia) 

生態研セミナー スペシャル 
１９９９年３月９日 
"Photosynthesis and stress avoidance : the role of crown architecture in sun and shade 
environments"  
Robert Pearcy (Division of Biological Sciences, Section of Evolution and Ecology, University 
of California, Davis)  

生態研セミナー スペシャル 
１９９９年３月１２日 
"Interactions within a community of aphids and their natural enemies"  
Christine Mueller (Center for Population Biology, Imperial College, UK) 

第１１６回 生態研セミナー  
１９９９年４月２３日 
「オサムシの種間交雑～その進化・生態学的意義」  
"Hybridization in Carabus -- its ecological and evolutionary significance" 
曽田貞滋（京都大学理学部動物学教室）  
Teiji Sota (Department of Zoology, Faculty of Science, Kyoto University) 



「落葉樹林はどんな環境で優占するか－東シベリアタイガのカラマツの開葉・光合成・年生

産」  
"Do deciduous forests dominate what environments : leafing, photosynthesis and annual 
production of a larch in a taiga in East Siberia"  
藤田 昇（京都大学生態学研究センター） 
Noboru Fujita (Center for Ecological Research, Kyoto University)  

第１１７回 生態研セミナー  
１９９９年５月２８日 
「メイオベントスのエネルギー収支－浅海から深海まで－」  
"Energy budget of meiobenthos - from the shallow water to the deep sea" 
白山義久（京都大学大学院理学研究科附属瀬戸臨海実験所）  
Yoshihisa Shirayama (Seto Marine Biological Laboratory, Graduate School of Science, 
Kyoto University)  
「個体群から種間相互作用へ」 
"From population to interaction" 
大串隆之（京都大学生態学研究センター）  
Takayuki Ohgushi (Center for Ecological Research, Kyoto University) 

生態研セミナー スペシャル 
１９９９年６月１４日 
"Fishy tale on different scales : individual, population, community and ecosystem 
consequences of invading brown trout"  
C.R. Townsend (Department of Zoology, University of Otago, New Zealand) 

第１１８回 生態研セミナー  
１９９９年６月１８日 
「マメ科種子をめぐる昆虫の種多様性－寄生植物の歴史と分布域との関係－」  
"Insect species richness on legume seeds -Relation with host's plant history and habitat 
range-size-"  
津田みどり（九州大学農学部生物的防除研究施設） 
Midori Tuda (Institute of Biological Control, Kyushu University)  
「琵琶湖周辺におけるヨシノボリ類の移動と分布のパターン」 
"Migration and distribution pattern of freshwater goby Rhinogobiusspecies" 
遊磨正秀（京都大学生態学研究センター） 
Masahide Yuma (Center for Ecological Research, Kyoto University)  

生態研セミナー スペシャル 
１９９９年６月２５日 
"An experimental test of the intermediate disturbance hypothesis using large limnetic 
enclosures"  
Sabine Floder (Center for Ecological Research, Kyoto University) 

生態研セミナー スペシャル 
１９９９年６月２８日 
"The dynamics of the neotropical forest on Barro Colorato Island, Panama : a twenty-year 
perspective"  
Stephen P. Hubbell (Princeton University, Georgia University, Smithsonian Tropical 
Research Institute, U.S.A.)  

生態研セミナー スペシャル 
１９９９年７月１５日 
"The geographic mosaic of coevolution"  
John N. Thompson (Departments of Botany and Zoology, Washington State University) 

第１１９回 生態研セミナー  
１９９９年９月１７日 
「バイカル湖における炭素、窒素の安定同位体比による生態系の解析」  
"Carbon and nitrogen stable isotope study of ecosystem in Lake Baikal." 
吉井浩一（京都大学生態学研究センター）  
Koichi Yoshii (Center for Ecological Research, Kyoto University) 
「琵琶湖の透明度の長期変遷について」  



"Long-term trend of transparency in Lake Biwa" 
芳賀裕樹（滋賀県立琵琶湖博物館） 
Hiroki Haga (Lake Biwa Museum) 

生態研セミナー スペシャル 
１９９９年９月２１日  
「アフリカ大湖のシクリッドの進化 ―Goldschmidt氏を囲んで―」 
"Evolution of cichlid fishes in African Great Lakes"  
１．はじめに 
Introduction to the Special Seminar 
川那部浩哉（琵琶湖博物館） 
Hiroya Kawanabe (Lake Biwa Museum)  
２．「アフリカ大湖におけるシクリッド類の生態と進化 ―問題の焦点―」 
"Ecology and evolution of cichlids in the African Great Lakes : what are the main issues?"  
堀 道雄（京都大学） 
Michio Hori (Kyoto University) 
３．「レトロポゾンの分析から明らかになったアフリカ大湖シクリッドの進化」  
"Evolution of cichlids in the African Great Lakes revealed from retroposon analyses" 
岡田典弘（東京工業大学） 
Norihiro Okada (Faculty of Biosciences, Tokyo Institute of Technology)  
４．「進化を目の当たりにして」 
"Evolution in real time" 
Tijs Goldschmidt（元オランダ・ライデン大学ハプロクロミス属生態調査チーム）  
(ex. Research Project onHaplochromineEcology at Leiden University) 
総合討論 

生態研セミナー スペシャル 
１９９９年９月２７日 
"Ecological interactions between wild and domesticated fish"  
Uli G. Reinhardt（Faculty of Agriculture, Hokkaido University） 

第１２０回 生態研セミナー  
１９９９年１０月２２日 
「直接出会わない生物間の間接的な関係；果実を食べる昆虫と鳥」  
"Indirect interactions between temporally separated insects and birds" 
福井晶子（東京大学農学生命科学）  
Akiko Fukui (School of Agriculture and Life Sciences, The University of Tokyo) 
「樹木－ササ－植食動物－攪乱の相互作用」  
"The interactions among trees, undergrowing dwarf bamboo, herbivore and disturbance" 
中静 透（京都大学生態学研究センター） 
Tohru Nakashizuka (Center for Ecological Research, Kyoto University)  

第１２１回 生態研セミナー  
１９９９年１１月１９日 
"The phenology and wasp population dynamics of several dioecious figs in a lowland 
tropical forest in Sarawak"  
Rhett D. Harrison (Center for Ecological Research, Kyoto University) 
「アイソトポマーの新たな計測と解析－一酸化二窒素を中心として－」  
"Measurement and analysis of environmental isotopomers - Focusing on nitrous oxide -"  
吉田尚弘（東京工業大学大学院） 
Naohiro Yoshida (Department of Environmental Science and Technology, Tokyo Institute of 
Technology)  

第１２２回 生態研セミナー  
１９９９年１２月１７日 
「ヤナギルリハムシの寄主選好性と幼虫生存率に影響を及ぼすヤナギ上の複雑な生物間相互作

用」  
"Complicate interactions between insects affect preference and performance of the willow 
leaf beetle on willow trees"  
石原道博（大阪女子大学理学部環境理学科）  



Michihiro Ishihara (Osaka Women's University, Faculty of Science)  
「琵琶湖沖合の生物群集と物質循環：何がわかったのか？」 
"Material balance and community structure in the pelagice ecosystem of Lake Biwa"  
占部城太郎（京都大学生態学研究センター） 
Jotaro Urabe (Center for Ecological Research, Kyoto University)  

 

 

 

  調査船 ｢はす｣ 運航及び共同利用実績表 （平成 11年度） 

     延べ運航日数 ９３日 
     延べ乗船者数 ４３１名 
     延べ共同利用者数（乗船者を含めず） １４４名  
月 日 時 間  用 務 内 容  乗 船 者 数  その他  

Ｈ.11   
技

官 
教

官 
院

生 
共同利

用  
その

他  
共同利

用者  

4 /2 14：30～13：20 視察 1 2  3   
/5 8：55～11：25 定期観測  2  2  1 2 
/9 8：55～12：10 セディメントトラップ  1   3   

/15 8：55～11：45 セディメントトラップ  1   4   

/16 10：05～12：10 
安定同位体試料採集（プランクトン，

POM）  1   1   
/20 10：15～14：20 観測機器（SBE）テスト  1 1  2   
/21 9：35～12：30 食物網動態調査  1 1 2    
/26 9：45～11：40 食物網動態調査  1  2   2 

5 /6 9：05～13：35 ベントス採集  1 1 1    
/10 9：05～12：10 定期観測  2  3    
/11 8：50～12：10 セディメントトラップ  1   4   

/17 10：05～12：20 
安定同位体試料採集（プランクトン，

POM）  1   1  1 
/18 8：50～12：40 セディメントトラップ  1   3   

/19 8：55～ 
植物プランクトン鉛直分布と物理化学

構造との関係  1 1 2 1   

/19 ～12：20 
SEAバードテスト 動物プランクトン
採集      1 1 

/21 8：55～11：00 セディメントトラップ  1   3   
/25 9：00～ ４８時間連続観測  2 2 4 3 2 20 
/26  〃 2 2 4 3 2 20 
/27 ～16：45 〃 2 2 4 3 2 20 
/28 9：40～12：40 セディメントトラップ  1  1 3 1  



/31 9：20～15：10 ベントス採集  1 1 1    

6 /2 9：00～ 
植物プランクトン鉛直分布と物理化学

構造との関係  1 1 2  1  
/2 ～11：45 動物プランクトン採集       1 
/7 8：55～11：25 定期観測 化学分析試料採水  2  3  1  
/8 8：45～12：45 セディメントトラップ  1   3   

/9 8：50～ 
植物プランクトン鉛直分布と物理化学

構造との関係  1  2  1  
/9 ～11：50 動物プランクトン採集       1 

/12 8：40～13：30 陸水１００周年琵琶湖一斉調査  1     25 

/14 8：50～10：45 
Long Term Ecological Research（視
察）  1 1 2 10   

/15 9：10～12：40 セディメントトラップ  1   4   

/16 8：50～ 
植物プランクトン鉛直分布と物理化学

構造との関係  1  2  1  
/16 ～11：50 動物プランクトン採集       1 

/18 10：05～12：15 
安定同位体試料採集（プランクトン，

POM）  1   1   

/23 8：50～ 
植物プランクトン鉛直分布と物理化学

構造との関係  1  2  1  
/23 ～11：30 動物プランクトン採集       1 

/30 9：05～ 
植物プランクトン鉛直分布と物理化学

構造との関係  1 1 2  1  
/30 ～11：55 動物プランクトン採集       1 

7 /6 9：15～12：50 定期観測  1  3  1  

/7 8：50～ 
植物プランクトン鉛直分布と物理化学

構造との関係  1 1 2  1  

/7 ～11：40 
植物プランクトン培養採水 動物プラ

ンクトン採集    1   1 
/8 8：55～12：05 セディメントトラップ  2   3 1  

/14 9：05～ 
植物プランクトン鉛直分布と物理化学

構造との関係  1 1 2  1  

/14 ～13：45 
植物プランクトン培養採水 動物プラ

ンクトン採集    1   1 
/15 9：00～13：25 ベントス採集  1 1   1  

/16 10：45～13：00 
安定同位体試料採集（プランクトン，

POM）  1   1 1  

/21 9：00～ 
植物プランクトン鉛直分布と物理化学

構造との関係  1  2  1  

/21 ～11：55 
植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ培養採水 ﾊﾞｸﾃﾘｱ培養採水 
動物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ採集    2   1 

/28 9：00～ 
植物プランクトン鉛直分布と物理化学

構造との関係  1  2  1  



/28 ～12：05 
植物プランクトン培養採水 動物プラ

ンクトン採集    1   1 
8 /2 9：00～12：35 ベントス採集  2 1     

/4 8：50～ 
植物プランクトン鉛直分布と物理化学

構造との関係  2 1 2    

/4 ～12：35 
植物プランクトン培養採水 動物プラ

ンクトン採集    1   1 
/9 9：10～12：35 セディメントトラップ  1   3   

/11 9：05～ 
植物プランクトン鉛直分布と物理化学

構造との関係  2 1 2  1  

/11 ～12：30 
植物プランクトン培養採水 動物プラ

ンクトン採集    1   1 
/12 9：00～13：40 定期観測  2  2 3   

/19 12：35～ 
植物プランクトン鉛直分布と物理化学

構造との関係  1  2    

/19 ～15：20 
植物プランクトン培養採水 動物プラ

ンクトン採集    1   1 

/20 10：35～12：55 
安定同位体試料採集（プランクトン，

POM）  1   1   
/24 9：55～14：20 京大学生実習  1 1 1 2   

/25 8：50～ 
植物プランクトン鉛直分布と物理化学

構造との関係  2  2    

/25 ～12：35 
植物プランクトン培養採水 動物プラ

ンクトン採集       2 

9 /1 9：00～ 
植物プランクトン鉛直分布と物理化学

構造との関係  2  2    

/1 ～12：45 
植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ培養採水 採泥ｺｱｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ 
動物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ採集    2 1  1 

/6 8：50～12：10 定期観測  2  3    

/8 8：55～ 
植物プランクトン鉛直分布と物理化学

構造との関係  1 1 2    

/8 ～12：50 
植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ培養採水 ﾊﾞｸﾃﾘｱ培養採水 
動物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ採集    2  1 1 

/14 8：45～12：25 セディメントトラップ  1   3   

/16 8：55～ 
植物プランクトン鉛直分布と物理化学

構造との関係  1 1 2    

/16 ～12：10 
植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ培養採水 ﾊﾞｸﾃﾘｱ培養採水 
動物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ採集    1  1 1 

/17 10：40～13：05 
安定同位体試料採集（プランクトン，

POM）  1   1   

/22 9：08～ 
植物プランクトン鉛直分布と物理化学

構造との関係  2  2    

/22 ～12：30 
植物プランクトン培養採水 動物プラ

ンクトン採集    1   1 



/28 9：05～ 
植物プランクトン鉛直分布と物理化学

構造との関係  2  2    

/28 ～12：15 
植物プランクトン培養採水 動物プラ

ンクトン採集    1   1 
10/4 9：00～12：18 定期観測  2  2    

/6 9：05～ 
植物プランクトン鉛直分布と物理化学

構造との関係  1 1 2    

/6 ～12：25 
植物プランクトン培養採水 動物プラ

ンクトン採集    1   1 
/10 9：15～12：30 セディメントトラップ  1   3   

/13 9：00～ 
植物プランクトン鉛直分布と物理化学

構造との関係  1  2    

/13 ～12：35 
植物プランクトン培養採水 動物プラ

ンクトン採集    1   1 

/20 9：00～ 
植物プランクトン鉛直分布と物理化学

構造との関係  2  2    

/20 ～12：30 
植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ培養採水 ﾊﾞｸﾃﾘｱ培養採水 
動物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ採集    2   1 

/21 9：40～13：45 
安定同位体試料採集（プランクトン，

POM）  1  1 1  1 

/28 9：05～ 
植物プランクトン鉛直分布と物理化学

構造との関係  1  2    

/28 ～12：55 
植物プランクトン培養採水 動物プラ

ンクトン採集    1   1 

11/4 9：00～ 
植物プランクトン鉛直分布と物理化学

構造との関係  2  3    

/4 ～12：00 
植物プランクトン培養採水 動物プラ

ンクトン採集    1   1 
/8 8：55～12：45 定期観測  2  2    
/9 9：00～12：35 セディメントトラップ  1   3   

/10 9：00～ 
植物プランクトン鉛直分布と物理化学

構造との関係  1  2    

/10 ～12：35 
植物プランクトン培養採水 動物プラ

ンクトン採集    1   1 
/11 9：00～12：15 ベントス採集  2 1     
/15 8：55～12：40 ベントス採集  2 1     

/17 9：10～ 
植物プランクトン鉛直分布と物理化学

構造との関係  1 2 2    

/17 ～12：45 
植物プランクトン培養採水 動物プラ

ンクトン採集    1   1 

/18 11：15～14：00 
安定同位体試料採集（プランクトン，

POM）  1   1   

/24 8：55～15：40 
安定同位体試料採水 植物プランクト

ン培養採水  1  2    



12/1 9：20～ 植物プランクトン培養採水  1  1    

/1 ～12：20 
植物プランクトン鉛直分布 バクテリ

ア培養採水       2 
/8 8：55～13：25 セディメントトラップ 定期観測  2  3 3   

/15 9：30～ 
植物プランクトン鉛直分布と物理化学

構造との関係  1 1 2    

/15 ～12：50 
植物プランクトン培養採水 動物プラ

ンクトン採集    1   1 

/16 11：45～15：00 
安定同位体試料採集（プランクトン，

POM）  1   1   

/28 9：10～11：50 
植物プランクトン培養採水 植物プラ

ンクトン鉛直分布  1  3    
Ｈ.12         
1 /6 8：55～12：05 定期観測  2  3    

/15 8：50～12：25 セディメントトラップ  1   3   

/19 8：55～ 
植物プランクトン鉛直分布と物理化学

構造との関係  1  3    
/19 ～14：20 ベントス採集 動物プランクトン採集   1    1 

2 
/10 14：30～16：00 

はす航行チェック（定期検査終了のた

め）  1      
/11 9：00～13：15 セディメントトラップ  1   3   
/14 9：15～13：25 定期観測  2 1 2    
/23 9：00～12：20 ベントス採集  2 1     
/26 8：45～12：35 ベントス採集  2 1     

3 /2 9：05～ 
安定同位体試料採集（ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ，

POM）動物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ採集  1     2 

/2 ～14：05 
植物プランクトン鉛直分布と物理化学

構造との関係    2    
/7 8：55～12：00 定期観測  2  2    

/10 10：40～12：50 安定同位体試料採水  1   1   
/13 8：45～12：20 セディメントトラップ  1   4   
/14 8：45～14：00 １次生産インキュベーション設置  1  2 1   
/15 10：50～14：25 １次生産インキュベーション回収  1  2 1   
/21 9：10～11：00 ベントス採集  1 1     
/22 9：00～10：00 ベントス採集  1 2  1   

 

業績目録 第８巻（1998 年）正誤表 

 
  37ページ 西村登 
   （誤）１）西村登・鄭達寿 (1998) 円山川下流域におけるヒゲナガトビケラ属  

   （正）１）西村登・鄭達寿 (1998) 円山川下流域におけるヒゲナガカワトビケラ属  



 

あとがき  

• センター時限ののこり一年となりました。今体制での「業績目録」も残すところ、あと１巻で
す。みなさまの引き続いてのご協力をお願いいたします。  

• とくに今年度の業績目録の発行には、青木和枝さんのお世話になりっぱなしでした。篤くお礼
を申し上げます。  

• 協力研究員のうち、24名の方にご自身が載せるべきだと判断された著作目録をお寄せいただき
ました。どうもありがとうございました。  

（編集担当：湯本貴和）      
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